
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第１学年 １２月 「平面の図形」 … いろいろな作図（垂線） 

 

 第１学年 １２月 「平面の図形」 … 角の二等分線 

図では，OC と PC の長さ
が違うように見えますが，
本当に，四角形 OCPD は
線対称な図形になっている
と言えますか。 

先生 

生徒 

どうして，四角形OCPDが線対称な図形に
なるのかを作図の手順に立ち戻って，説明し
てみましょう。（補足：対称の軸はどこですか） 

あれ？確かに２のときは，とな
り合う辺は等しくなっている
けど… 

では，点Dと点Gを選んで作図すると
角の二等分線の作図になることを，花子
さんの説明に習って，説明してみましょう。 

 第１学年 １２月 「平面の図形」 … 線分の垂直二等分線 

どうして，手順②で①と等
しい半径の円をかく必要
があるのですか。 

先生 

生徒 

では，図のように線対称な図形をかいたと
きに，作図した直線PQが，確かに線分AB
を垂直に二等分していることを，線対称な図
形の性質などを使って説明してみましょう。 

等しい半径の円をかくと，四角形
PAQB が線対称な図形になるか
らです。 

本当に、点Eと点Fでよいですか。 
（以下，誤答例を示す） 
点Dと点Gを選んでも垂線が作図できるの
ではありませんか。 
。 
点 D と点 G を選んで同じように作
図すると∠Aの二等分線… 

ワークシート活用場面例  ポイント  
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中学校 

 
指導資料 

「課題チャレンジ 見通しをもって作図ができるようにしよう」では，見通しをもって作図が
できるようにするためには，ただ単に作図の手順を覚えるだけではなく，線対称な図形をイメー
ジしながら，対応する辺の長さに着目して作図の方法を考えることが大切であることを示してい
ます。ここでは，その活用場面例を紹介します。 
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